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学校法人 国際ことば学院 法人本部事務局 

〒422-8076 静岡市駿河区八幡3-2-12 

TEL:054-286-0788 FAX:054-260-7836 

http://www.kotoba.ac.jp 

＜富士山日本語学校＞ 名前 シュン パ リン レッ 

    国籍 ミャンマー 

富士山日本語学校のシュンさんをご紹介します。韓国が大好きなシュンさ

ん、実は韓国に留学したかったのだけれど、、、両親のアドバイスがきっ

かけで日本に来ることを決めました。大好きなK-POPの日本語バージョン

を聞いたり、日本のドラマ（Silent）を見たこと

で日本にも興味を持つようになりました。国で

N3まで合格したシュンさんですが、話すのが苦

手・・・。日本人のように話せるようになりたい

と教えてくれました。 

日本に来て一か月、大変なことは苦手な料理と

ラーメン屋でのアルバイト。行ってみたいところは、富士山、東京ディズ

ニーランド、スカイツリー。将来の夢はガイドになることだそうです。 

まだ、日本に来て1カ月、これから様々な経験をし、夢に向かって頑張ってく

ださいね。 

＜国際ことば学院日本語学校＞ 名前 ムハンマド メイザー ファリズキ 

       国籍 インドネシア 

＼静岡へようこそ！／ 

インドネシアからの新入生ムハンマド メイザー ファリズキさんをご紹

介します。 

メイザーさんは日本のアニメの絵を描くことが好きで、元々日本語を勉強

していましたが、趣味のつながりの方々と交流する際に日本語力が不足し

ていると感じたため、留学したいと思ったそうです。 

親戚のおばさんがことば学院の卒業生

のため、おばさんからおすすめしても

らったのをきっかけに、当校への入学

を希望してくれました。 

ことば学院を卒業後には、美術の学校へ行けるよう、現在日本語の

勉強を頑張っています。将来は日本で絵の関係の仕事ができるとい

いですね！ 
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＜国際ことば学院外国語専門学校＞ 

名前 ロン・イェン・タイン 

国籍 ベトナム 

 皆さん、はじめまして。私はベトナムから来ましたロン・イェ

ン・タインと申します。4月2日久しぶりに日本へ来ました。実

は、とても短い時間でしたが、今まで 2 回ほど仕事で日本に来た

ことがあります。 

 

 私の短大での専攻は食品化学でした。たまたま、テレビのある

番組を見て、日本の食品が、おいしさだけでなく、人間の健康に

も配慮されていることを知りました。それがきっかけで、日本語

の勉強を始めました。日本語学校のおかげで少しずつ上達してい

きましたが、日本に行ってもっと上達したいと強く思うようにな

りました。日本留学は、そのころから、私の夢の一つになりました。 

 

 残念ながらその時は家族の都合で留学することができませんでした。それでも、どうしても諦めき

れない私は、留学以外の方法をいろいろ考えました。それから10数年日本語講師や通訳などの仕事

をしたり、日系企業で働いたりしました。 

 

 そして、とうとう2024年4月にその夢が叶ったのです。この年で留学が実現できたのは幸運以外の

何物でもありません。そういう意味では他の人よりむしろラッキーだったと感謝の気持ちでいっぱい

です。 

 

 どうしてこの年まで留学しようという意志を持ち続けられたかというと、色々な人に会って、話を

聴いて、失敗したり立ち上がったりして、その中で得る知識や経験が、人生の中で私を支え成長させ

てくれる大切な価値だと思うからです。 そして、何より私の勉強したいという気持ちが若い人に負

けないくらい強くあったからだと思います。 

 

今の私は、卒業後の事よりこの二年間で何を得られるかということだけを考えて、充実した留学生活

を過ごしたいと思っています。目に見えるものではないけれど、きっと何か得られるにちがいないと

確信しています。お金はいつも自分の隣に必要なものだけれど、人生の中で一番では決してないと

思っています。陰になり日向になり支えてくれた家族や友人のためにもがんばらなければと思ってい

ます。     

 専門学校で出会った友達と一緒に藤の花

を見に行きました！ 右側：タインさん 
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卒業式～新たな出発の日～ 

 3月7日（木）、静岡グランシップにおいて2023年

度卒業式を執り行いました。全9か国、56名の卒業生

に卒業証書が手渡され、就職、進学、留学などそれぞ

れの新たな一歩を踏み出していきました。式の中で

は、韓国語、中国語、英語、日本語によるプレゼン

テーションも行われ、２年間の

学習成果をお客様や在校生の前

で披露することができました。

また、4年ぶりとなる懇親会で

は卒業生や在校生による歌、ダ

ンスなどのさまざまなパフォーマンスが行われ、リラッ

クスした楽しい時間を過ごすことができました。コロナ

禍で始まった学校生活でしたが、感染に気を付けながら

も徐々に距離を縮め、国籍や年齢などの壁を越えてそれ

ぞれ大切な仲間を作ることができたようです。（堀場） 

八幡山ハイキング 

去 る4月18日、英

語 授 業 の 一 環 と し

て、専門学校２年生

が八幡山へハイキン

グに行きました。八

幡神社周辺に関する質問に英語で答えながら散策。

富士山の裾野に広がる静岡の街を一望し、学生たち

は春のひと時を満喫し

ていました。頂上でく

つろぐ地元の方々と、

英語と日本語を交えて

の 交 流を 楽し み まし

た。（小林典） 

就職支援室より 

 2025年4月入社の就職

活動がいよいよ本格的に

動き始めました。先月は

【ハローワーク登録会】

が行われ、担当者から

「学校の紹介を待ってい

るのではなく、自分で動

く努力も必要です」とい

うアドバイスもあり、学生は真剣な表情で参加をし

ていました。そして今月は【洋服の青山スーツの着

こなし講座】を行い、マネキンをモデルにスーツの

説明や注意するポイントを教えていただきました。

※掲載写真はハローワーク登録会です。（山西） 

入学式～ようこそKKGへ～ 

 4月4日(木)に入学式を行いました。

今年は13か国87名の新入生がKKGへ仲

間入りしました。これから2年間充実し

た時間を過ごしていきましょう。式典

ではやや緊張した面持ちでしたが、懇

親会ではクラ

スメイトとも

打ち解け、話

も弾んでいま

した♪ 

 

マカッサルからウ

ルファ先生が来て

専門学校に3か月滞

在します。学生た

ちと交流したり、7

月にはワールド

フェスのお手伝い

もしてくれる予定です。日本人の中

で日本語のシャワーを浴びながら戸

惑ったり、新しい発見をしたりして

日本の生活を満喫しています。見か

けたら声をかけてあげてください。 
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～新たな門出に幸あれ 136名の卒業生～ 

～入学おめでとう ～ 

～大にぎわい！静岡まつり～ 

 ３月11日、グランシップ中ホールで2023年度の

卒業式が行われました。今年は学生が作成した動画

や、サプライズ演出などもあり、卒業生だけでな

く、教職員にとっても思い出深い卒業式となりまし

た。コロナ禍に入国した学生たちもようやく無事に

全員が卒業しました。ご参列いただいたみなさまあ

りがとうございました。卒業生のみなさんが、この

学校で学んだことを忘れずに、夢に向かって元気に

羽ばたいてくれることを願っています。 

 ４月27日、静岡市地域福祉共生セン

ター“みなくる”にて入学式を行いまし

た。８か国92名の新入生が入学予定で

すが、まだ入国できていない学生もいる

ため、この日は86名の学生が出席しま

した。みなくるでの入学式は今年で4年

目ですが、今までで一番多くの学生と関

係者の方々にお越しいただき、華やかな

入学式となりました。新入生のみなさん

は、ことば学院で有意義な２年間を過ご

してほしいと思います。 

 4月7日、静岡まつりの大御所花見行列に学生15
名と職員1名、計16名が中臈役・腰元役・旗本役
で参加してきました。 

 学生たちは初めての和装に心躍らせ、メイクや
着付け中も日本人のスタッフの方や他の参加者と
お話しをして、交流もたくさんすることができま
した。 

 中臈・腰元役の学生たちは、かつらと白塗メイ
クにも挑戦！出来上がった自分の顔をみて少し困
惑している様子もみられました。本番直前では、
「恥ずかしいです。緊張します。」と言いながら
も、笑顔で時には沿道の人たちに手を振りながら
堂々と町を練り歩くことができました。 

「着物は1枚ではなく何枚も着るんですね」「自
分の国のお祭りは、馬や牛ではなく象が歩きます
よ」など母国との違いも見つけながら、日本のお
祭りを楽しむことができました。（池ヶ谷） 
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『第２１回 日本語スピーチコンテスト 

       ～富士市国際交流協会事務局主催、富士山吉原ロータリークラブ協賛～』 

 ３月1０日、富士川ふれあいホールにおいてスピーチコンテストが開

催されました。当校からは５名の学生が予選を勝ち抜き出場し、ヘマ

ンさん（ミャンマー）が最優秀賞に、ゾンザーさん（ミャンマー）が

優秀賞に選ばれました。人前で話すことが苦手で心配だと話していた

ヘマンさんですが、夢というテーマに「自分の夢はまだ真っ白いキャ

ンパスだが、これからこの日本で幸せ色に描いていきたい」と堂々と

スピーチを披露しました。また、ゾンザーさんは自身の体験談を交えながら「誰かのために自分を犠

牲にするのではなく、自分のために一生懸命になるべきだ」と力強く語りました。入賞に選ばれた他

の学生もスピーチの前は緊張している様子も見られましたが、本番ではそれぞれが力を発揮し素晴ら

しいスピーチを披露しました。当日、ステージに立つ堂々とした学生たちの様子に聞いている私たち

が励まされているようなそんな素晴らしいコンテストでした。 

『春掘り』 ４月７日（日） 

 富士山の麓、富士市での春の風物詩「春掘り」。長くつを履き、シャベル

などを手に、来日したばかりの１年生と、２年生が頑張ってくれました。前

日の静岡まつりで行列に参加した学生も、しっかり朝７時半に来てくれまし

た。「掃除と聞いたけど、こんなにやるなんて…」と美しくなった側溝を見

ながら、みんな満足げでした。今年は地域の方が若干減り少し寂しい気

持ちにもなりました。コロナ禍で失われそうになった地域の結びつきを

お祭り、風習、行事で繋ぎ直していく過程にあると感じました。 

『２０２４年度４月生 入学式』 

 ５月１１日（土）に４月生の入学式が行われました。４４名の留学生が入学いたしました。Dクラ

ス代表のシュンさん（ミャンマー）は、「将来、ガイドになるためにがんばりたい。」Eクラス代表

のズイさん（ベトナム）は、「国の両親や先生方が心配しないように、勉強を頑張ってこの学校を

よくしたい。」Fクラス代表のガンギさん（スリランカ）は、「日本にきた目的を忘れずに頑張りま

しょう。」とクラスを代表しスピーチをし、これからの抱負を語りました。続いて他の新入生も勉

強したばかりの日本語を使い、自己紹介をしました。次に在校生の挨拶はAクラスのトエターさん

（ミャンマー）は、「誰でも初めてのことは緊張するし、うまくいかない。ただ、そこであきらめ

ず前に向かってください。」と後輩たちにエールを送りました。式後は懇親会を行い、食事を楽し

みながらもお客様と話す様子も見られました。来日してから約1カ月。少しずつ日本の生活に

慣れてきた様子で、学生同士会話を楽しむ様子も見られました。日本での生活を一歩踏み出

した新入生達、それぞれの目標に向かって頑張っていってほしいものです。 
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＜編集後記＞編集長：山田/ 編集：池ヶ谷、長江、杉山(み)  

これから雨が多い季節ですが、雨ならではの楽しみをみつけて過ごしたいなと思った今日この頃です…。                       

〒422-8076 静岡県静岡市駿河区八幡3-2-28   TEL:054-284-8383 / FAX:054-284-8338 

WEBSITE:http://jp.kotoba.ac.jp             E-MAIL:info@kotoba.ac.jp 

〒422-8062 静岡県静岡市駿河区稲川3-9-4   TEL:054-270-7091 / FAX:054-286-7091 
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〒416-0944 静岡県富士市横割1-6-16   TEL:0545-30-8680 / FAX:0545-30-9558 
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学校法人 国際ことば学院 お知らせ  

        2024年春～Multilingual末續library 便り⑧～ 

                                図書室担当 西貝理恵子 

2024年度新学期がスタート。この春から、新一年生を対象に、「図書室ツアー」を実施しています。所要

時間はほぼ40分。学生に図書室の存在を認知してもらい、多読体験を通じて、継続的な読書活動につながる

ことを目標としています。 

≪図書室ツアーの流れ≫ 

     15分                20分                5分 

 

 

 

ツアー実施後、来室する学生が増えました。図書室を身近に感じ、学習に読書に利用が広がっていくのは嬉

しいことです。とはいえ、忙しさから家で読書する時間を捻出できないという学生が多いのも事実です。授業

カリキュラムに支障のない範囲での授業連携の可能性を模索しています。  

一例として、「2024私の一冊」を掲示中です。2023年度の卒

業生が授業中に読んだ本の中から、後輩に勧めたい「私の一

冊」を書いてくれました。さらに、今年度ブック倶楽部員や先

生方からのお勧めの一冊等も加わり、現在も募集中。 

（↓一部抜粋してご紹介） 

 

 

    （㊟＊JGR：Japanese Graded Readers レベル別日本語多読ライブラリー アスク出版 2007） 

本を媒体にしたコミュニケーション、ぜひ「私の一冊」をお寄せください。多様な言語や文化の交わる処、

KKGだからこその、多言語・多文化・異文化コミュニケーションに関する書籍を今後も充実させていきたいと

思います。 

Ⅰ 図書室の紹介 

利用案内 

Ⅱ 多読三原則 

 多読体験 

Ⅲ 多読ノートに 

 コメント記入 

『世界のどこかで日本のどこかで本当にあった

話』JGR＊ level４ 

JGRのシリーズは簡単な日本語で書かれていて、

フリガナもあるのでとても読みやすいです。 

例えば…               Ａ 

『アフリカ少年が日本で育った結果』星野ルネ 

毎日新聞出版 2018 

無意識のうちの思い込みってよくあるもの

で…（略）この本はそんな自分自身の無意識な

思い込みに気づくきっかけになるかもしれませ

ん。                 Ｙ 


